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ヒロシマを題材 とする楽 曲の川又集や活用に取 り組む 「ヒロシマ と音楽」委員会

の能登原由美委員長 (44)が25日、新著 「『ヒロシマ』が鳴 り響 くとき」 =写真下
=を干U行する。掘 り起 こした交響 曲が被爆 70年の ことし再演 されるのを機 に、 20
年の活動をまとめた。 「ヒロシマの意味を、音楽を通 じて見詰め直 してほしい」

(余村泰樹 )
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音
楽
で
た
ど
る

中

こ
れ
ま
で

「ヒ
ロ
シ
マ
」
関
連
の
１
８
０

０
曲
以
上
を
収
集
し
て
き
た
能
登
原
さ
ん
。

「惨
劇
か
ら
の
復
興
と
い
う
定
型
の
ス
ト
ー

リ
ー
で
創
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
違
う
見

方
を
示
し
て
い
る
作
品
も
あ
る
」
と
指
摘
す

る
。
著
書
で
は
、
曲
の
内
容
や
演
奏
さ
れ
る
場

の
変
遷
な
ど
を
、
当
時
の
社
会
情
勢
に
照
ら

し
合
わ
せ
な
が
ら
、
３
部
構
成
で
つ
づ

っ
た
。

第
１
部
は
、
被
爆
後
し
ば
ら
く
は
「平
和
」

「復
興
」
を
歌
う
曲
が
多
数
作
ら
れ
、
連
合

国
軍
総
司
令
部
の
プ
レ
ス
コ
ー
ド
解
除
後
に

原
爆
の
惨
状
に
迫
る
作
品
が
出
て
き
た
流
れ

を
紹
介
。
第
２
部
は
、
第
五
福
竜
丸
事
件
後

響
曲
第
１
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「Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
」
な

ど
を
例
に
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
い
る
。
新
た

な
表
現
を
探
ろ
う
と
す
る
細
川
俊
夫
や
糀
場

富
美
子
ら
、
広
島
出
身
の
現
代
作
曲
家
の
創

作
に
も
光
を
当
て
た
。
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フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
作
曲
家

エ
ル
ッ
キ

・
ア

ー
ル
ト
ネ
ン
の
交
響
曲
第
２
番
「ヒ
ロ
シ
マ
」

に
つ
い
て
は
、
２
６
４
で
の
著
書
の
中
で
特

に
多
く
を
割
い
た
。
１６
日
に
広
島
市
、
１２
月

６
日
に
三
原
市
と
、
日
本
で
は
６０
年
ぶ
り
に

再
演
さ
れ
る
曲
だ
。

被
爆
４
年
後
の
１
９
４
９
年
に
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
で
初
演
さ
れ
た
同
作
は
、
「ヒ
ロ
シ
マ
」

を
題
材
に
し
た
最
初
の
交
響
曲
の
可
能
性
が

高
い
と
い
う
。
本
書
の
中
で
は
、
東
西
冷
戦

下
に
東
欧
諸
国
で
盛
り
上
が

っ
た
平
和
運
動

に
後
押
し
さ
れ
て
各
地
で
交
響
曲
が
演
奏
さ

れ
、
関
西
交
響
楽
団

（現
大
阪
フ
イ
ル
ハ
ー

モ
ニ
ー
交
響
楽
団
）
指
揮
者
の
朝
比
奈
隆
が

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
訪
問
時
に
ア
ー
ル
ト
ネ
ン
と

と語る。
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第
３
部
で
は

「ヒ
ロ
シ
マ
」
と
い
う
言
葉

が
持

つ
影
響
力
の
大
き
さ
を
、
佐
村
河
内
守

氏
に
よ
る
作
曲
者
偽
装
問
題
が
発
覚
し
た
交

能
登
原
委
員
長
は

「節
目
の
年
に
、
ヒ
ロ

シ
マ
と
音
楽
と
の
関
わ
り
を
振
り
返
る
き

っ

か
け
に
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
る
。
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６
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ア
ー
ル
ト
ネ
ン
の
交
響
曲
は
１１
月
１６
日
午

後
６
時
４５
分
か
ら
、
広
島
市
中
区
の
Ｊ
Ｍ
Ｓ

ア
ス
テ
ー
ル
プ
ラ
ザ
で
広
島
交
響
楽
団
が
、

‐２
月
６
日
午
後
４
時
か
ら
三
原
市
芸
術
文
化

セ
ン
タ
ー
ポ
ポ

ロ
で
大
阪
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ

ー
交
響
楽
団
が
演
奏
す
る
。
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鳴 り とき

の場 変遷解説


